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どんな発明？

こんなことに使える！ こんな研究室です！

遷移金属化合物とカルコゲン元素が
結合したナノワイヤーの発明です。
従来、透明電極フィルムとしてITO

膜などが使用されていますが、近年は
ディスプレイ等の軽量化や解像度が向
上しており、よりフレキシブルで軽く、
低抵抗性で高透過率のフィルムが求め
られています。
本発明は、その特異な性質により

様々な用途への適用が期待されている
カルコゲン元素からなるナノワイヤー
であり、薄く、低抵抗性に優れるだけ
でなく大面積化に適しています。

本発明のナノワイヤーを含む導電膜
は、CVD法を用いて製造できるので、
大きな基板を用いて容易に大面積化が
できることが利点です。
また、本発明のナノワイヤーからな

る束状繊維の幅は約1～50nmと非常に
細く、その電気抵抗率は一例では
1.0×10-6Ωｍと非常に低抵抗性であり
導電性に優れています。
これらの利点から、本発明はトラン

ジスタのチャネル、センサー、熱電素
子などへの応用も期待できます。

宮田研究室では、ナノ物質系の合
成・構造制御および物性研究を行って
います。そのため、新規ナノ物質の実
現やその物性理解を研究の軸として、
電子デバイス、光デバイス、センサー、
医療・ヘルスケア、水素発生触媒、超
低摩擦システム、量子情報通信などへ
の応用研究も可能です。

本研究室との産学連携で自社が抱え
る技術的課題の解決にチャレンジして
みませんか。皆様からのご相談をお待
ちしています！

図３ ナノワイヤーの製造方法
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図２ ナノワイヤーの模式図図１ ナノワイヤーからなる薄膜
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